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この広報紙の無断転載を禁じます。　視覚障がい者のみなさんにも家族から読んであげてください。 この広報紙は、植物油インキを使用しています。

その36

　市長は長久手をどんなまちにしたくて、そのために何に取り組
もうとしているのか。その想いを市長の語り口でお伝えします。
　みなさんと語り合うように、一緒に未来の長久手のことを
考えてみましょう。
　また、市　【にょぜがもん】もぜひご覧ください。
[ 市　 のトップページから「にょぜがもん」をクリック。 ]

　私たちが暮らす長久手の生活用水や農業用水の多くは、水源地である長野県木曽郡の牧尾ダムなどか
ら木曽川、そして愛知用水を通って、はるばる運ばれてきています。この「愛知用水」の誕生には、行政主導
ではなく、二人の一般の市民が大きく関わっていることをみなさんはご存知でしょうか。
　その二人とは、知多郡八幡村（現在の知多市）の久野庄太郎氏と、愛知郡豊明村（現在の豊明市）出身で
農学校教諭の浜島辰雄氏です。
　長久手市を含む尾張東部地区から知多半島にかけては、大きな河川がなく、愛知用水ができる前は生活
用水は井戸水で、農業用水はため池や小さな川からまかなっている状況でした。そんな中、久野氏と浜島氏
は、戦後間もない頃、資金や技術もなく、現実は不可能に思われていたにもかかわらず、「水に困っている地
域の人のために」という強い信念のもと、愛知用水の必要性を説いて回り、私財を投げ打って調査をし、そ
の熱意で国をも動かしました。そして、ついに昭和３６年、愛知用水は完成しました。
　残念ながら、久野氏も浜島氏も既に亡くなっていますが、先日、私は、お二人と一緒に仕事をされたという
東郷町にお住まいの93歳の方とお話をする機会がありました。その方は、私に「何でも行政任せではいけ
ない。市民には、まちをつくっていく力がある。長
久手市が進めている市民主体のまちづくりについ
て勉強させてほしい」とおっしゃいました。９３歳に
して「まちづくりの勉強をしたい」という熱意には
驚きましたが、久野氏と浜島氏の働きぶりを間近
に見て、一緒に取組んでいた方だからこそ、「市民
には力がある」という言葉には重みがありました。
　今、いろいろな場面で市民のみなさんが主体と
なり、新しい長久手をつくろうとしています。先日
も、地域のまちづくりに携わる３人が、それぞれの
まちづくりにかける思いを私に話してくださいまし
た。今までだったら、行政が主導して「こうしましょ
う」と決めてしまい、それぞれの熱い思いを聞く場面もなかったかもしれません。　
　市民のみなさんが、「こんなまちにしたい」という熱意を持ち、互いにその思いを語り合い、議論をしてま
ちをつくっていくことができれば、この長久手は絶対に良くなります。今、長久手は一歩ずつ前に進んでいる
と感じています。

まちづくりは引き継がれていく

牧尾ダム（出典「愛知中部水道企業団ＨＰ」より）

　消防団員の訓練の成果を披露する消防操法大会に合わせて、消防団
についての理解を深めてもらうために、「消防団ふれあい広場」が開催
されました。訪れた方々に、消防団活動を「見て・触れて・体験して」もら
うことができる催しで、多くの家族連れでにぎわいました。
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